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登場人物紹介

日本
●陸上自衛隊
《特殊部隊サイレント・コア》
土
ど

門
もん

康
こう

平
へい

　陸将補。水陸機動団長。
〈原田小隊〉
原
はら

田
だ

拓
たく

海
み

　一尉。陸海空三部隊を渡り歩き、土門に一本釣りされ入隊。
畑
はたけ

友
とも

之
ゆき

　曹長。分隊長。コードネーム：ファーム。
高
たか

山
やま

健
けん

　一曹。分隊長。コードネーム：ヘルスケア。
大
おお

城
しろ

雅
まさ

彦
ひこ

　一曹。土門の片腕として活躍。コードネーム：キャッスル。
待
まち

田
だ

晴
はる

郎
お

　一曹。地図読みのプロ。コードネーム：ガル。
田
た

口
ぐち

芯
しん

太
た

　二曹。部隊随一の狙撃手。コードネーム：リザード。
比
ひ

嘉
が

博
ひろ

実
み

　三曹。田口の「相方」を自称。コードネーム：ヤンバル。
吾
あ

妻
づま

大
だい

樹
き

　三曹。山登りが人生だという。コードネーム：アイガー。
〈姜小隊〉
姜
かん

彩
あや

夏
か

　三佐。元は韓国陸軍参謀本部作戦二課に所属。
漆
うるし

原
ばら

武
たけ

富
とみ

　曹長。司馬小隊ナンバー２。コードネーム：バレル。
福
ふく

留
とめ

弾
だん

　一曹。分隊長。部隊のまとめ役。コードネーム：チェスト。
井
い

伊
い

翔
かける

　一曹。部隊のシステム屋。コードネーム：リベット。
水
みず

野
の

智
とも

雄
お

　一曹。元オリンピック強化選手。コードネーム：フィッシュ。
西
にし

川
かわ

新
しん

介
すけ

　二曹。もとは西方普連所属。コードネーム：トッピー。
御
み

堂
どう

走
そう

馬
ま

　二曹。元マラソン・ランナー。コードネーム：シューズ。
姉
あね

小
こう

路
じ

実
さね

篤
あつ

　二曹。父親はロシア関係のビジネス界の大物。コードネーム：
ボーンズ。

川
かわ

西
にし

雅
まさ

文
ふみ

　三曹。元Ｊリーガー。コードネーム：キック。
由
ゆ

良
ら

慎
しん

司
じ

　三曹。西部普連から引き抜かれた狙撃兵。コードネーム：ニー
ドル。

小
お

田
だ

桐
ぎり

将
しょう

　三曹。タガログ語使い。コードネーム：ベビーフェイス。
阿
あ

比
び

留
る

憲
あきら

　三曹。対馬出身。コードネーム：ダック。
赤
あか

羽
ばね

拓
たく

真
ま

　三曹。フィールドでのゲテモノ食いに長ける。コードネーム：
シェフ。

〔訓練小隊〕
甘
あま

利
り

宏
ひろし

　一曹。元は海自のメディック。コードネーム：フアラライ。



《水陸機動団》
松
まつ

尾
お

捷
しょう

　陸将補。
司
し

馬
ば

光
ひかる

　一佐。水陸機動団教官。
畠
はたけ

山
やま

惣
そう

一
いち

郎
ろう

　一佐。松尾陸将補率いる部隊のナンバー３。
白
はく

馬
ば

剛
ごう

　一佐。第一機動連隊連隊長。
神
かん

田
だ

忠
ちゅう

司
じ

　三佐。第一中隊長。空挺出身。
難
なん

波
ば

武
たけ

次
じ

郎
ろう

　准尉。最先任上級曹長。
富
とみ

坂
さか

俊
とし

郎
ろう

　三尉。空挺出身。

●海上自衛隊
《第一航空群》
河
かわ

畑
はた

由
ゆ

孝
たか

　海将補。第一航空群司令。
下
しも

園
ぞの

茂
しげ

喜
き

　一佐。首席幕僚。
伊
い

勢
せ

崎
ざき

将
たもつ

　一佐。第一航空隊司令。
《第一護衛隊群》イージス護衛艦〝まや〟（10250トン）
國
くに

島
しま

俊
しゅん

治
じ

　海将補。第一護衛隊群司令。
梅
うめ

原
はら

徳
とく

宏
ひろ

　一佐。首席幕僚。
《第一潜水隊群》そうりゅう型潜水艦十一番艦〝おうりゅう〟（4200トン）
永
なが

守
もり

智
とも

之
ゆき

　一佐。第一潜水隊群司令。
生
うぶ

方
かた

盾
たて

雄
お

　二佐。〝おうりゅう〟艦長。
新
しん

藤
どう

荒
あら

太
た

　三佐。〝おうりゅう〟副長兼航海長。
村
むら

西
にし

浩
こう

治
じ

　曹長。航海科。原田拓海とは同期で、生徒隊繋がり。

●航空自衛隊
《総隊司令部》
丸
まる

山
やま

琢
たく

己
み

　空将。航空総隊司令官。
羽
は

布
ぶ

峯
みね

光
みつ

　一佐。総隊司令部運用課別班班長。
喜
き

多
た

川
がわ

・キャサリン・瑛
えい

子
こ

　二佐。情報将校。横田出身で、父親はイラク
で戦死したアメリカの空軍将校。

五
い が ら し

十嵐洋
ひろし

　二佐。陸上総隊運用部所属。ウイングマークの持ち主のヘリ屋。
樋
ひの

上
うえ

幸
こう

太
た

　二佐。Ｐ‐１乗り。前職は鹿屋の第一航空隊幕僚。航空隊総
司令部のエイビス・ルームに参加。

新
しん

庄
じょう

藍
あい

　一尉。父親は防府の鬼教官だった。ＴＡＣネーム：ウィッチ。
〈警戒航空団〉
戸
と

河
がわ

啓
けい

子
こ

　二佐。飛行警戒管制群副司令。ウイングマークをもつ。



・第六〇二飛行隊
内
うち

村
むら

泰
たい

治
じ

　三佐。第六〇二飛行隊副隊長。イーグル・ドライバー上がり。
・第三〇七臨時飛行隊
日
ひ

高
だか

正
まさ

章
あき

　二佐。飛行隊長。

●防衛省
桑
くわ

原
ばら

博
ひろ

司
し

　防衛政務官。国防部会、日台友好議連のメンバー。
《陸幕防衛部》
牛
うし

嶋
じま

保
やす

夫
お

　陸上幕僚長。陸将。
竹
たけ

義
よし

則
のり

　二佐。航空隊総司令部のエイビス・ルームに参加。
《海幕防衛部》
福
ふく

原
はら

邦
くに

彦
ひこ

　二佐。海幕防衛部装備体系課付き。前職は護衛艦の艦長。航空
隊総司令部のエイビス・ルームに参加。

●外務省
片
かた

倉
くら

宗
そう

一
いち

郎
ろう

　外務審議官。サイレント・コアの内部事情にも明るい。
九
く

条
じょう

寛
ひろし

　外務省・総合外交政策局・安全保障政策課係長。
《アメリカ大使館》
ジョー・ストラットン　政務担当参事官。
《中国大使館》
李
レイ

福
フー

東
ドン

　公使。
《ロシア大使館》
イヴァン・ツルネンコ　二等書記官。
〈日本台湾交流協会〉
和
い ず み

泉史
し

朗
ろう

　台北事務所所長。事務所のナンバー３で、大使相当。外務省チ
ャイナ・スクールの一人。

●内閣
阿
あ

相
そう

士
し

郎
ろう

　総理大臣。

●警察庁
柊
ひいらぎ

木尚
なお

人
と

　警視長。関東管区警察局・サイバー局参与。

●警視庁
灰
はい

谷
たに

昭
あき

雄
お

　元警部。警視庁公安部のベテラン捜査官だった。



●国際連合
西
さい

園
おん

寺
じ

照
てる

實
み

　国連職員。国連軍縮局に所属。

●民間軍事会社
音
おと

無
なし

誠
せい

次
じ

　土門の元上司。自衛隊退役者からなる民
Ｐ Ｍ Ｓ Ｃ

間軍事会社の顧問。

●桜会
赤
あか

峰
みね

鉄
てつ

蔵
ぞう

　グループ社長兼代表取締役社長。
浜
はま

田
だ

左
さ

千
ち

夫
お

　元陸自三佐。関東エリアＢＣＰ（事業継続計画）本部長。
田
た

中
なか

太
ふと

志
し

　元陸自一曹。八王子センター営業班員。

●日越人材ブリッジ
ディン・レイ・スエン　代表取締役。京族。

●その他
井
い

藤
とう

浩
ひろし

　元一佐。工学博士。陸上自衛隊初のサイバー戦部隊を立ち上げ
た後、民間に転じた。政府のセキュリティ・クリアランスを持つ。

霜
しも

山
やま

悠
ゆう

輔
すけ

　桜会のコンビニの助っ人。190センチ近い大男。
小
こ

町
まち

南
みなみ

　女子大生。コンビニの源氏名は「北町」。
安
やす

功
こう

児
じ

　小町と同じコンビニのアルバイト。源氏名は「瀬田」。
韮
にら

沢
さわ

　多摩川沿いのタワマンに住む女性。

アメリカ
●空軍
オリバー・Ｒ・エバンズ　中佐。第18戦闘航空団の作戦参謀兼ＥＸのイ
ンストラクター。

エルシー・チャン　少佐。中国系。

中国
●陸軍
孔
コン

雪
シュエ

麗
リー

　中尉。情報部所属。中国の少数民族の一つである京族。
顔
イェン

誠
チェン

　軍曹（中士）。孔雪麗の部隊ナンバー２。

●海軍
《総参謀部》
孫
ソン

友
ヨウ

剛
ガン

　陸軍少将。総参謀部第一部所属。
任
レン

思
ス

遠
ユアン

　海軍少将。総参謀部作戦部特殊作戦局局長兼特殊戦司令官。



黄
ホアン

桐
トン

　大佐。局次長。
〈〝蛟
ジャオ

竜
ロン

突撃隊〟〉
徐
シュイ

孫
スン

童
トン

　中佐。〝蛟竜突撃隊〟を指揮する。
宋
ソン

勤
チン

　中佐。元北京大学日本研究センター研究員。
《南海艦隊》
東
トン

暁
シャオ

寧
ニン

　海軍大将（上将）。南海艦隊司令官。
賀
ホヲ

一
イー

智
チィ

　海軍少将。艦隊参謀長。
万
ワン

通
トン

　大佐。艦隊対潜参謀。
《東海艦隊》075型強襲揚陸艦二番艦〝華

ファー

山
シャン

〟（40000トン）
唐
タン

東
ドン

明
ミン

　大将（上将）。東海艦隊司令官。
馬
マ

慶
チン

林
リン

　大佐。東海艦隊参謀。
・ＫＪ― 600（空警― 600）
浩
ハオ

菲
フェイ

　中佐。空警― 600のシステムを開発。電子工学の博士号を持つエン
ジニア。

葉
イエ

凡
ファン

　少佐。空警― 600機長。搭乗員六人のうちの唯一の男性。
秦
チィン

怡
イー

　大尉。副操縦士。電子工学の修士号をもつ。
高
カオ

学
シュエ

兵
ピン

　中尉。機付き長。ベテランエンジニア。
・Ｙ―９Ｘ哨戒機
鍾
チォン

桂
クイ

蘭
ラン

　少佐。ＡＥＳＡレーダーの専門家。
《第164海軍陸戦兵旅団》
姚
ヤオ

彦
イェン

　少将。第164海軍陸戦兵旅団を率いる。
万
ワン

仰
ヤン

東
トン

　大佐。旅団参謀長。
雷
レイ

炎
イェン

　大佐。旅団作戦参謀。天才軍略家の異名を持つ。
戴
タイ

一
イー

智
チィ

　中佐。旅団情報参謀。

●中南海
潘
パン

宏
ホン

大
タァ

　中央弁公庁副主任。

●国内安全保衛局
秦
チィン

卓
チゥオ

凡
ファン

　二級警督（警部）。
蘇
スゥ

躍
ユエ

　警視。許文龍とは旧知。

●科学院武漢病毒研究所
馬
マ

麗
リー

夢
モン

　博士。主任研究員。



●Ｓ機関
張
ツァン

高
ガオ

遠
ユエン

　博士。数理データ・サイエンスの若き天才。

台湾
●陸軍
《第601航空旅団》別名〝龍城部隊〟
傅
フー

祥
シャン

任
ジェン

　少将。旅団長。
平
ピン

龍
ロン

義
イ

　少佐。第１中隊長。
藍
ラン

志
チー

玲
リン

　大尉。女性のグラビア・アイドル。コールサイン：マリリン。
黄
ファン

益
イー

全
チェン

　少尉。藍志玲大尉と前
ガ ナ ー

席射撃手として組む。
田
ティエン

子
ズー

瑜
ユイ

　少尉。新米仕官。

●海兵隊
《第99旅団》別名〝鐵

アイアン・フォース

軍部隊〟
陳
チェン

智
ヂー

偉
ウェイ

　大佐。一個大隊を指揮する。
黄
ホァン

俊
ジュン

男
ナン

　中佐。作戦参謀、大隊副隊長。フロッグマン部隊出身。
呉
ウー

金
ジン

福
フー

　少佐。情報参謀。
劉
リウ

金
ジン

龍
ロン

　曹長（上士）。コードネーム：ドラゴン。

●空軍
李
リー

彦
イェン

　空軍少将。第５戦術戦闘航空団を指揮する。
劉
リウ

建
ジェン

宏
ホン

　空軍中佐。第17飛行中隊を率いる。編隊長機。

●国防省
谷
クー

進
ジン

強
チァン

　国防大臣。前国家安全局長。異名は〝氷
アイスマン

の男〟〝岩
ザ・ロ ッ ク

の男〟。

●その他
王
ワン

志
チー

豪
ハオ

　退役海軍中将。海兵隊の元司令官。
王
ワン

文
ウェン

雄
ション

　台日親善協会と国民党の対外宣伝部次長。王志豪とは遠縁。京
都大学法学部、大学院を出ている。

頼
ライ

筱
シャオ

喬
チャオ

　戦死した頼
ライ

龍
ロン

雲
ユン

陸軍中将の一人娘。台北の飲茶屋の店主。

シンガポール
●インターポール・反

Ｒ Ｔ Ｃ Ｎ

テロ調整室
許
シュ

文
ウェン

龍
ロン

　警視正。ＲＴＣＮ代表統括官。
メアリー・キスリング　ＲＴＣＮの次長。ＦＢＩから派遣された黒人女性。
柴
しば

田
た

幸
ゆき

男
お

　警視正。警察庁から派遣されている。



朴
パク

机
ボム

浩
ホ

　警視。韓国警察から派遣されている。
マリア・ジョンソン　英国対外秘密情報部ＭＩ６極東統括官。大

オーバーロード

君主。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

　

い
く
つ
か
の
偶
然
が
、
女
子
大
生
・
小こ

町ま
ち

南み
な
み

を
、
こ

の
未み

曽ぞ

有う

の
危
機
か
ら
孤
立
さ
せ
て
い
た
。
彼
女
は
、
昨

夜
二
三
時
過
ぎ
ま
で
渋
谷
で
女
友
だ
ち
と
飲
ん
で
い
た
が
、

帰
宅
す
る
時
間
帯
、
電
車
は
ま
だ
普
通
に
動
い
て
い
た
。

　

居
酒
屋
の
隣
の
テ
ー
ブ
ル
で
、
リ
ー
マ
ン
風
の
男
た
ち

が
、
戦
争
が
ど
う
の
こ
う
の
…
…
、
と
喋
っ
て
い
た
よ
う

な
気
が
し
た
が
、
た
ぶ
ん
中
国
と
台
湾
の
戦
争
の
こ
と
だ

ろ
う
と
思
っ
た
。
人
民
解
放
軍
が
、
台
湾
本
島
の
南
に
あ

る
東
沙
諸
島
に
奇
襲
上
陸
し
て
占
領
し
た
の
だ
。

　

あ
れ
か
ら
も
う
二
週
間
近
く
に
な
る
。
ネ
ッ
ト
上
で
は
、

そ
の
後
す
ぐ
、
今
度
は
尖
閣
諸
島
の
魚
釣
島
に
上
陸
し
て

き
て
、
自
衛
隊
と
激
し
い
戦
争
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
噂

が
飛
び
交
っ
て
い
た
が
、
そ
ん
な
は
ず
は
な
か
っ
た
。
政

府
は
何
も
発
表
し
な
い
し
、
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
な

か
っ
た
か
ら
だ
。
た
だ
ネ
ッ
ト
上
で
、
匿
名
の
集
団
が
騒

い
で
い
る
だ
け
だ
。

　

前
日
、
内
閣
が
総
辞
職
し
た
が
、
理
由
は
よ
く
わ
か
ら

な
か
っ
た
。
も
と
か
ら
政
治
に
は
た
い
し
て
関
心
は
無
い

し
、
選
挙
に
も
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。
た
ぶ
ん
投
票
な
ん

て
一
生
行
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

　

朝
起
き
た
時
、
ト
イ
レ
の
電
気
が
消
え
、
フ
ァ
ン
も
回

っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
。
携
帯
も
ネ
ッ
ト
も
繋
が

ら
な
か
っ
た
が
、
た
ぶ
ん
料
金
未
納
か
何
か
の
せ
い
だ
ろ

う
と
思
っ
た
。
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普
段
は
う
る
さ
い
東
名
イ
ン
タ
ー
付
近
の
高
速
も
静
か

で
、
ト
ラ
ッ
ク
が
数
珠
つ
な
ぎ
に
な
っ
て
渋
滞
し
て
い
る

ら
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
何
か
の
事
故
渋
滞

だ
ろ
う
と
思
っ
た
し
、
彼
女
は
、
二
日
酔
い
で
ず
き
ず
き

痛
む
頭
を
押
さ
え
な
が
ら
、
早
く
ア
ル
コ
ー
ル
を
抜
こ
う

と
水
を
コ
ッ
プ
一
杯
飲
ん
で
ま
た
横
に
な
っ
た
。
バ
イ
ト

の
シ
フ
ト
は
夕
方
か
ら
だ
。
徹
夜
シ
フ
ト
で
、
明
日
は
も

ち
ろ
ん
大
学
で
講
義
が
あ
る
が
、
出
欠
が
取
ら
れ
る
わ
け

で
な
し
、
後
ろ
の
席
で
寝
て
過
ご
せ
ば
良
い
。

　

そ
ん
な
わ
け
で
彼
女
は
、
午
後
ま
で
寝
て
過
ご
す
つ
も

り
だ
っ
た
が
、
ア
パ
ー
ト
の
二
階
に
上
が
っ
て
き
た
誰
か

の
呼
び
鈴
で
起
こ
さ
れ
た
。
ど
う
せ
何
か
の
セ
ー
ル
ス
だ

ろ
う
と
無
視
し
た
。

　

子
供
の
声
が
聞
こ
え
た
の
で
、
次
に
、
こ
れ
は
宗
教
の

勧
誘
だ
な
、
と
思
っ
た
。
自
分
の
カ
ル
ト
信
仰
の
布
教
に

子
供
を
巻
き
込
む
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
連
中
だ
と
思
っ

て
、
も
ち
ろ
ん
無
視
し
た
。

　

だ
が
、
し
つ
こ
く
ド
ア
を
叩
か
れ
た
の
で
、
や
む
な
く

起
き
た
。
玄
関
で
「
間
に
合
っ
て
い
ま
す
！
」
と
だ
け
怒

鳴
っ
て
ま
た
ベ
ッ
ド
に
戻
ろ
う
と
し
た
が
、
ド
ア
の
向
こ

う
で
「
あ
の
…
…
、
セ
ー
ル
ス
で
も
勧
誘
で
も
無
い
ん
で

す
！ 

お
願
い
し
ま
す
―
」
と
せ
っ
ぱ
詰
ま
っ
た
声
が

聞
こ
え
た
。

　

子
供
の
、「
帰
ろ
う
よ
、
マ
マ
」と
い
う
声
も
聞
こ
え
た
。

　

気
に
な
っ
て
、
ド
ア
・
チ
ェ
ー
ン
を
掛
け
た
ま
ま
、
細

目
に
ド
ア
を
開
け
た
。

「
何
で
し
ょ
う
か
？
」

「
あ
の
…
…
、
私
、
近
所
の
者
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
お
湯

を
頂
戴
し
た
い
ん
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
ミ
ル
ク
を
作
る
お

湯
を
！
」

　

右
手
に
も
っ
た
魔
法
瓶
が
さ
っ
と
伸
び
て
く
る
。
三
歳

く
ら
い
の
男
の
子
の
手
を
引
い
て
い
る
。
母
親
は
三
〇
歳

代
半
ば
に
見
え
た
。
余よ

所そ

行
き
の
格
好
で
、
き
ち
ん
と
化

粧
し
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
ひ
も
に
抱
い
て
い
る
よ
う
に
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見
え
た
。
ま
だ
ほ
ん
の
赤
ち
ゃ
ん
だ
。
生
後
五
ヶ
月
く
ら

い
だ
ろ
う
か
。
母
親
の
胸
に
ち
ん
ま
り
と
抱
か
れ
て
す
や

す
や
と
寝
て
い
る
。

　

こ
ん
な
ち
ゃ
ん
と
し
た
身
な
り
の
女
性
が
ガ
ス
代
に
困

っ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
か
っ
た
し
、
も
ち
ろ
ん
こ
の

ボ
ロ
ア
パ
ー
ト
の
住
人
に
も
見
え
な
か
っ
た
。

　

彼
女
は
、
ド
ア
・
チ
ェ
ー
ン
を
外
し
て
玄
関
を
開
け
た
。

幼
児
が
つ
か
つ
か
と
入
り
込
ん
で
き
た
。

「
駄
目
よ
！ 

僕
ち
ゃ
ん
。
他
人
様
の
お
家
に
勝
手
に
入

っ
ち
ゃ
…
…
」

「
お
湯
で
す
か
？
」

「
ご
め
ん
な
さ
い
。
今
、
電
気
も
ガ
ス
も
止
ま
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
。
で
も
こ
の
ア
パ
ー
ト
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
だ
か

ら
、
お
湯
を
作
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
、
お
願
い

し
て
良
い
か
し
ら
」

「
停
電
し
て
い
る
ん
で
す
か
？
」

　

そ
う
だ
。
ま
ち
が
い
な
く
停
電
し
て
い
る
…
…
。
部
屋

中
の
電
気
が
点
か
な
い
の
は
そ
の
せ
い
だ
と
よ
う
や
く
理

解
し
た
。
で
も
都
市
ガ
ス
も
駄
目
だ
と
は
ど
う
い
う
こ
と

だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
。

「
と
り
あ
え
ず
、
お
湯
を
作
り
ま
す
か
ら
、
待
っ
て
て
下

さ
い
」

　

彼
女
は
、
い
っ
た
ん
ド
ア
を
閉
め
て
鍋
に
水
を
入
れ
て

火
を
点
け
た
。
ヤ
カ
ン
の
類
い
は
な
か
っ
た
。
ラ
ー
メ
ン

を
煮
る
た
め
の
片
手
鍋
が
あ
る
だ
け
だ
。
ガ
ス
は
点
く
。

気
に
し
た
こ
と
は
無
か
っ
た
が
、
確
か
に
こ
の
ボ
ロ
ア
パ

ー
ト
は
、
ボ
ロ
故
に
、
昔
な
が
ら
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
だ
っ

た
。

　

再
び
ド
ア
を
開
け
て
玄
関
に
立
っ
た
。

「
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
ご
め
ん
な
さ
い
。
近
く
に
頼
れ

る
人
も
い
な
く
て
」

「
タ
ワ
マ
ン
か
ら
来
た
ん
だ
よ
！
」

　

と
坊
主
が
自
慢
し
た
。

「
タ
ワ
マ
ン
？ 

こ
の
辺
り
に
タ
ワ
マ
ン
な
ん
て
建
っ
て
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い
な
い
け
れ
ど
…
…
」

「
え
え
。
あ
の
ほ
ら
、
多
摩
川
沿
い
の
タ
ワ
マ
ン
で
す
。

主
人
が
、
天
体
望
遠
鏡
で
下
々
と
言
う
か
、
い
え
失
礼
！ 

庶
民
の
暮
ら
し
を
眺
め
る
の
が
趣
味
で
、
そ
れ
で
、
以
前

か
ら
、
こ
の
辺
り
に
今
時
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
が
置

い
て
あ
る
古
い
ボ
ロ
ア
パ
ー
ト
が
建
っ
て
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
て
…
…
」

「
は
あ
…
…
」

　

別
に
反
論
す
べ
き
点
は
な
い
。
全
て
事
実
だ
。

「
あ
、
別
に
貴
方
の
部
屋
を
覗
き
見
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
の
よ
。
こ
の
部
屋
は
北
向
き
で
、
タ
ワ
マ
ン
は
反
対

側
だ
し
。
つ
ま
り
、
う
ち
も
、
タ
ワ
マ
ン
と
は
言
っ
て
も

北
向
き
の
部
屋
な
の
ね
。
花
火
が
見
え
る
側
の
部
屋
は
抽

選
倍
率
が
高
く
て
、
外
れ
て
し
ま
っ
た
の
。
別
に
買
え
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
よ
」

　

と
母
親
は
無
念
そ
う
に
話
し
た
。

「
停
電
と
か
、
い
つ
か
ら
で
す
か
？
」

「
貴
方
、
ご
存
じ
無
い
の
？
」

「
え
え
。
昨
夜
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
」

「
で
は
総
理
大
臣
の
声
明
と
か
も
見
て
い
な
い
？
」

「
い
つ
の
こ
と
で
す
か
？
」

「
昨
夕
だ
っ
た
か
し
ら
。
中
国
と
の
間
で
戦
争
状
態
に
な

っ
た
と
い
う
宣
言
よ
。
自
衛
隊
が
出
動
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
で
、
噂
で
す
け
れ
ど
、
ソ
連
軍
が
攻
め
て
き
て
、
新

潟
に
上
陸
し
て
、
間
も
な
く
戦
車
部
隊
が
碓う

す

氷い

峠と
う
げ

を
越

え
て
く
る
ん
で
す
っ
て
」

「
ソ
レ
ン
グ
ン
？
…
…
、
て
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
こ
と
で
す

か
？
」

「
え
え
。
あ
あ
で
も
、
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
隣

に
住
ん
で
い
る
、
ち
ょ
っ
と
惚
け
が
入
っ
た
ど
こ
か
の
お

役
所
の
元
事
務
次
官
ご
夫
人
だ
か
ら
、
少
し
違
っ
た
か

も
」

「
そ
れ
だ
っ
た
ら
…
…
、
逃
げ
た
方
が
良
い
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
か
？ 

こ
ん
な
こ
と
し
て
い
る
よ
り
」
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「
そ
れ
も
考
え
た
ん
で
す
け
ど
、
何
し
ろ
東
名
も
環
８
も

２
４
６
も
、
全
く
動
い
て
い
な
い
の
よ
ね
。
渋
滞
が
酷
く

て
。
私
も
主
人
が
運
転
す
る
ア
ウ
デ
ィ
で
、
あ
ち
こ
ち
抜

け
道
を
辿
り
な
が
ら
よ
う
や
く
、
こ
の
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し

た
下
町
に
辿
り
着
け
た
く
ら
い
で
。
貴
方
、
ニ
ュ
ー
ス
く

ら
い
ご
覧
に
な
ら
な
い
の
？
」

「
う
ち
は
、
テ
レ
ビ
も
ラ
ジ
オ
も
な
い
の
で
。
ス
マ
ホ
で

間
に
合
っ
て
い
る
の
で
…
…
」

「
最
近
の
若
い
人
は
そ
う
よ
ね
。
う
ち
は
一
応
自
家
発
電

装
置
が
動
い
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
上
下
水
道
の
ポ
ン
プ
を
動
か
す
た
め
だ
そ
う
で
、

室
内
の
電
気
は
何
も
動
か
な
い
の
よ
。
ほ
ら
、
そ
も
そ
も

タ
ワ
マ
ン
て
、
ガ
ス
器
具
が
使
え
な
い
か
ら
、
電
磁
調
理

器
し
か
置
い
て
な
い
し
」

　

遠
く
か
ら
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
て
く
る
。
拡

声
器
が
何
か
を
喋
っ
て
い
た
が
、
全
く
聴
き
取
れ
な
か
っ

た
。

「
行
政
を
頼
る
と
か
…
…
」

「
え
え
。
で
も
、
公
民
館
？ 

そ
う
い
う
の
が
ど
こ
に
あ

る
の
か
知
ら
な
い
の
よ
ね
。
小
学
校
も
ど
こ
に
あ
る
の
か

…
…
。
住
民
は
み
ん
な
、
子
供
は
私
立
だ
か
ら
、
ご
近
所

さ
ん
に
、
こ
の
学
区
の
小
学
校
は
ど
こ
で
す
か
？ 

と
聞

い
て
も
誰
も
知
ら
な
い
の
よ
」

　

小
学
校
は
選
挙
の
投
票
所
に
も
な
る
か
ら
、
普
通
の
大

人
な
ら
知
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、
ま
あ
自
分
も
投
票
に
は

い
か
な
い
し
、
と
彼
女
は
思
っ
た
。
上
級
国
民
の
自
慢
話

を
も
う
少
し
聞
か
な
い
で
も
な
か
っ
た
が
、
お
湯
が
沸
い

た
の
で
、
魔
法
瓶
を
預
か
っ
て
入
れ
て
あ
げ
た
。

「
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

お
礼
は
こ
の
く
ら
い
で
良

い
か
し
ら
？
」

　

と
、
母
親
は
折
り
た
た
ん
だ
一
万
円
札
を
差
し
出
し
た
。

「
と
ん
で
も
な
い
！ 

た
か
が
お
湯
く
ら
い
で
―
」

「
い
え
、
お
願
い
が
あ
る
の
。
停
電
が
い
つ
解
消
さ
れ
る

か
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
ま
た
お
伺
い
す
る
こ
と
に
な
る
か
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も
知
れ
な
い
。
最
悪
の
場
合
は
、
私
と
赤
ち
ゃ
ん
だ
け
で

も
、
こ
こ
で
御
世
話
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
」

　

や
は
り
、
こ
の
図
々
し
さ
が
、
一
般
ピ
ー
ポ
ー
か
ら
上

級
国
民
へ
成
り
上
が
る
秘
訣
な
の
だ
ろ
う
な
と
彼
女
は
感

心
し
た
。
だ
が
、
彼
女
は
そ
の
時
、
ふ
と
思
い
出
し
た
。

「
あ
の
、
そ
の
タ
ワ
マ
ン
て
、
ガ
ス
器
具
は
絶
対
使
っ
ち

ゃ
駄
目
な
ん
で
す
か
？
」

「
い
え
、
キ
ッ
チ
ン
器
具
と
し
て
使
っ
て
は
駄
目
だ
と
い

う
だ
け
よ
。
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
と
か
使
う
の
は
構
わ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
朝
一
で
コ
ン
ビ
ニ
に
走
っ
た
け
れ

ど
、
何
も
か
も
売
り
切
れ
で
…
…
。
そ
も
そ
も
う
ち
は
子

供
が
小
さ
い
か
ら
、
お
鍋
も
焼
き
肉
も
し
な
い
し
。
で
も

時
々
、
タ
ワ
マ
ン
の
庭
で
、
住
民
に
よ
る
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ・

パ
ー
テ
ィ
と
か
あ
る
の
よ
ね
。
テ
ン
ト
を
張
っ
て
、
夜
は

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
飾
り
立
て
て
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と

か
」

　

彼
女
は
、
い
っ
た
ん
部
屋
に
引
っ
込
み
、
キ
ッ
チ
ン
の

収
納
棚
か
ら
、
コ
ン
ロ
と
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
二
本
取
り

出
し
た
。

「
最
近
、
使
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
一
本
は
未
使
用
で
ま

だ
満
タ
ン
の
は
ず
で
す
。
ミ
ル
ク
の
お
湯
を
作
る
程
度
な

ら
、
こ
れ
で
何
日
か
は
持
つ
で
し
ょ
う
」

　

母
親
は
、
一
歩
後
ず
さ
っ
て
、「
え
え
っ
！ 

こ
ん
な

も
の
を
頂
戴
し
て
良
い
の
か
し
ら
？
」
と
驚
い
た
。

「
こ
こ
は
、
し
ば
ら
く
プ
ロ
パ
ン
が
使
え
る
し
、
今
は
要

ら
な
い
で
し
ょ
う
。
使
っ
て
下
さ
い
。
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め

に
」

　

彼
女
は
、
そ
れ
を
汚
れ
た
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
に
入
れ
て
や

っ
た
。

　

母
親
の
目
に
涙
が
浮
か
ん
で
い
た
。
慌
て
て
、
腰
の
ポ

ー
チ
か
ら
ヴ
ィ
ト
ン
の
財
布
を
取
り
出
し
た
。

「
お
礼
に
、
受
け
取
っ
て
下
さ
い
！ 

ぜ
ひ
」

　

万
札
が
二
〇
枚
ほ
ど
入
っ
て
い
る
の
が
見
え
て
、
彼
女

は
目
を
白
黒
さ
せ
た
。
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母
親
は
、
一
〇
万
円
を
渡
そ
う
と
し
た
。

「
と
ん
で
も
な
い
！ 

じ
ゃ
あ
さ
っ
き
の
一
万
円
を
貰
い

ま
す
か
ら
」

「
い
え
、
そ
れ
で
は
私
の
気
が
済
ま
な
い
わ
。
主
人
か
ら

も
怒
ら
れ
る
。
貴
方
だ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
何
が
あ
る
か
わ

か
ら
な
い
か
ら
現
金
は
多
め
に
持
っ
て
い
た
方
が
良
い
で

し
ょ
う
？ 

こ
れ
も
何
か
の
ご
縁
よ
、
ぜ
ひ
受
け
取
っ
て

下
さ
い
！
」

「
は
あ
…
…
、
で
は
五
万
円
、
頂
戴
し
ま
す
」

　

と
彼
女
は
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
。

「
私
、
あ
そ
こ
の
Ｂ
棟
に
暮
ら
す
韮に

ら

沢さ
わ

と
言
い
ま
す
！ 

何
か
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
い
ら
し
て
下
さ
い
。
た
ぶ
ん
備
蓄
し

た
ビ
ス
ケ
ッ
ト
く
ら
い
は
管
理
組
合
が
持
っ
て
い
る
は
ず

だ
か
ら
。
こ
こ
か
ら
歩
く
に
は
ち
ょ
っ
と
遠
い
け
れ
ど
。

夏
の
花
火
大
会
に
は
ぜ
ひ
ご
招
待
す
る
わ
。
最
上
階
の
パ

ー
テ
ィ
・
ル
ー
ム
が
開
放
さ
れ
る
か
ら
」

「
は
い
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
気
を
付
け
て
」

　

坊
や
が
バ
イ
バ
イ
と
手
を
振
っ
て
く
れ
る
。
ま
あ
、
嫌

み
な
金
持
ち
で
も
ガ
キ
は
普
通
に
可
愛
い
な
と
思
っ
た
。

母
親
が
何
度
も
振
り
返
り
、
お
辞
儀
し
な
が
ら
階
段
を
降

り
て
い
く
。

「
あ
あ
、
階
段
気
を
つ
け
て
降
り
て
下
さ
い
！
」
と
呼
び

か
け
た
。

　

車
が
出
て
く
る
。
高
級
外
車
を
運
転
し
て
い
る
旦
那
が
、

運
転
席
越
し
に
ペ
コ
リ
と
頭
を
下
げ
る
の
が
見
え
た
。
た

ぶ
ん
、
男
が
ノ
ッ
ク
す
る
よ
り
、
子
連
れ
の
母
親
の
方
が

ド
ア
を
開
け
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
と
い
う
判
断
だ
ろ
う
。

　

一
生
縁
の
無
い
階
層
の
連
中
だ
が
、
子
に
罪
は
な
い

…
…
。
そ
う
思
う
し
か
無
か
っ
た
。
財
布
ご
と
よ
こ
せ
！ 

く
ら
い
言
っ
て
も
罰
は
当
た
ら
な
か
っ
た
な
…
…
、
と
彼

女
は
思
っ
た
。

　

あ
の
川
沿
い
の
タ
ワ
マ
ン
か
ら
こ
こ
ま
で
、
直
線
距
離

で
も
二
キ
ロ
は
越
え
る
は
ず
だ
。
タ
ワ
マ
ン
か
ら
天
体
望

遠
鏡
で
下
々
の
暮
ら
し
を
観
察
し
て
満
た
さ
れ
る
好
奇
心
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と
い
う
の
は
、
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

　

中
国
と
戦
争
？
…
…
。
そ
ん
な
バ
カ
な
―
。

　

日
本
は
、
事
実
と
し
て
中
国
と
の
間
で
戦
争
状
態
に
あ

っ
た
。
人
民
解
放
軍
に
よ
る
東
沙
島
電
撃
占
領
作
戦
か
ら

台
湾
軍
が
密
か
に
脱
出
す
る
作
戦
を
海
上
自
衛
隊
潜
水
艦

が
サ
ポ
ー
ト
し
、
そ
の
報
復
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
が
、

中
国
軍
は
、
台
湾
攻
略
の
第
二
段
階
と
し
て
尖
閣
諸
島
魚

釣
島
へ
と
上
陸
し
て
き
た
。

　

海
上
自
衛
隊
は
、
イ
ー
ジ
ス
艦
の
ミ
サ
イ
ル
を
何
隻
分

も
撃
ち
尽
く
し
、
空
で
は
、
航
空
自
衛
隊
が
百
機
単
位
の

大
空
中
戦
を
繰
り
広
げ
、
中
国
側
は
、
軍
艦
を
何
隻
も
沈

め
ら
れ
て
い
た
。

　

自
衛
隊
は
、
戦
力
の
逐
次
投
入
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
最

後
に
は
陸
上
自
衛
隊
水
陸
機
動
団
が
大
き
な
犠
牲
を
払
っ

て
、
上
陸
し
た
解
放
軍
を
追
い
出
し
、
島
の
奪
還
に
成
功

し
た
。

　

だ
が
そ
の
闘
い
は
、
単
に
尖
閣
諸
島
を
巡
る
闘
い
が
一

段
落
し
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
、
中
国
は
、
台
湾
と
日

本
に
対
し
て
、
次
の
闘
い
を
仕
掛
け
て
い
た
。

　

超
限
戦
―
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
だ
。
電
源
シ
ス
テ

ム
を
破
壊
、
も
し
く
は
潜
入
し
た
工
作
員
に
よ
っ
て
変
電

所
を
爆
破
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
網
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
引

き
揚
げ
基
地
を
爆
破
し
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
へ
の
電
源

供
給
網
も
破
壊
し
て
テ
レ
ビ
も
ラ
ジ
オ
も
ダ
ウ
ン
、
な
ぜ

か
衛
星
テ
レ
ビ
も
映
ら
ず
、
日
本
列
島
全
域
を
ブ
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
さ
せ
た
。

　

台
湾
も
、
似
た
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
。

　

東
京
で
は
、
昨
夜
の
終
電
直
前
か
ら
電
車
は
止
ま
っ
て

お
り
、
同
時
に
関
東
地
方
全
域
が
停
電
し
、
夜
明
け
前
に

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
完
全
に
ダ
ウ
ン
し
て
い
た
。

　

携
帯
電
話
も
不
通
な
ら
、
固
定
電
話
も
、
集
中
す
る
輻ふ

く

輳そ
う

に
よ
っ
て
、
お
昼
の
こ
の
時
間
帯
も
完
全
に
麻
痺
し
て

い
た
。
一
部
に
繋
が
る
公
衆
電
話
に
は
、
長
蛇
の
行
列
が
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出
来
て
い
た
。

　

女
子
大
生
、
小
町
南
は
、
そ
れ
ら
の
状
況
を
ま
る
半
日
、

全
く
知
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
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第
一
章　

コ
ン
ビ
ニ

　

関
東
エ
リ
ア
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
本
部
長
の
浜は

ま

田だ

左さ

千ち

夫お

元
陸
自
三
佐
は
、
新
宿
の
高
層
ビ
ル
に
入
る
東

京
店
舗
セ
ン
タ
ー
の
大
広
間
の
正
面
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
前

に
立
ち
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
面
々
と
世
間
話
し
て
い

た
。

　

部
屋
に
灯
り
は
な
く
、
外
光
だ
け
で
も
っ
て
い
る
。
空

気
は
淀
み
、
湿
気
が
篭
も
っ
て
む
し
む
し
し
て
い
た
。

　

全
員
、
ど
こ
か
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
は
雰
囲
気
が

違
っ
た
。
年
齢
は
バ
ラ
バ
ラ
、
一
見
営
業
集
団
に
も
見
え

る
が
、
全
員
が
短
髪
で
、
よ
く
日
焼
け
し
て
い
る
。
背
筋

を
ピ
ン
と
伸
ば
し
、
談
笑
は
す
る
が
、
無
駄
話
は
し
な
い
。

一
人
が
喋
り
始
め
る
と
、
他
は
ぴ
た
り
と
会
話
を
止
め
て

そ
の
話
に
聞
き
入
っ
た
。
百
名
近
い
男
た
ち
が
そ
の
場
に

い
る
。
ほ
ん
の
十
名
足
ら
ず
だ
が
、
女
性
も
い
た
。

「
田た

中な
か

さ
ん
は
、
八
王
子
セ
ン
タ
ー
か
ら
ど
う
や
っ
て
こ

こ
ま
で
辿
り
着
い
た
の
？ 

丁
度
四
〇
キ
ロ
く
ら
い
で
し

ょ
う
。
た
ま
た
ま
こ
の
辺
り
に
い
た
と
か
？
」

「
い
え
。
例
の
レ
ン
タ
・
サ
イ
ク
ル
で
仲
間
と
一
緒
に
下

の
道
を
走
っ
て
き
ま
し
た
。
バ
イ
ク
で
中
央
道
と
い
う
手

段
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
員
が
利
用
で
き
る
手
法
で
は
な

い
の
で
。
往
路
は
そ
れ
で
も
二
時
間
弱
で
。
帰
り
は
荷
物

も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
渋
滞
に
は
ま
り
つ
つ
な
の
で
、
三
時

間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
バ
ッ
テ
リ
ー
は
使
っ
て
い
ま
せ

ん
」
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八
王
子
セ
ン
タ
ー
営
業
班
員
の
田
中
太ふ

と

志し

元
陸
自
一
曹

は
、
な
ん
て
こ
と
は
な
い
と
い
う
顔
で
答
え
た
。

「
事
故
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
お
互
い
も
う
若
く

は
な
い
」

「
は
い
。
毎
日
、
一
〇
キ
ロ
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
営
業
所

に
通
っ
て
い
ま
す
の
で
体
力
的
に
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

空
気
入
れ
や
パ
ン
ク
修
理
道
具
一
式
も
持
参
し
て
お
り
ま

す
」

「
私
も
真
似
し
た
い
け
ど
、
こ
の
辺
り
は
交
通
量
も
多
け

れ
ば
空
気
も
良
く
な
い
し
ね
」

　

背
広
姿
の
男
性
二
人
が
ド
ア
に
現
れ
る
と
、
全
員
が
弾

か
れ
た
よ
う
に
立
ち
上
が
り
、
腰
を
四
五
度
曲
げ
て
お
辞

儀
し
た
。

「
堅
苦
し
い
こ
と
は
な
し
に
し
ま
し
ょ
う
。
座
っ
て
下
さ

い
皆
さ
ん
」

　

と
、
グ
ル
ー
プ
社
長
兼
代
表
取
締
役
社
長
の
赤あ

か

峰み
ね

鉄て
つ

蔵ぞ
う

が
浜
田
の
隣
に
立
っ
た
。

「
ど
う
に
か
こ
こ
ま
で
辿
り
着
い
た
。
大
崎
の
本
社
ビ
ル

か
ら
、
走
り
屋
の
若
い
奴
が
運
転
す
る
バ
イ
ク
の
後
ろ
に

し
が
み
つ
い
て
こ
こ
ま
で
走
っ
て
き
た
。
道
路
は
ど
こ
も

酷
い
渋
滞
で
す
。
さ
す
が
皆
さ
ん
は
プ
ロ
だ
。
何
喰
わ
ぬ

顔
で
こ
こ
ま
で
辿
り
着
く
な
ん
て
。

　

さ
て
、
何
か
ら
話
そ
う
…
…
。
我
が
コ
ン
ビ
ニ
・
グ
ル

ー
プ
が
、
退
職
自
衛
官
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
バ
ブ
ル
が
破
綻
し
た
頃
か
ら
だ
と
聞
い
て

い
ま
す
。
当
時
、
コ
ン
ビ
ニ
は
全
国
に
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

さ
せ
て
い
た
。
そ
の
頃
を
知
る
連
中
に
言
わ
せ
る
と
、
批

判
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
挨
拶
も
出
来
る
し
、
時
間
厳
守
で

忍
耐
力
も
あ
る
。
そ
の
辺
り
は
さ
す
が
自
衛
隊
上
が
り
だ

が
、
三
〇
代
後
半
と
か
、
四
〇
代
の
も
う
頭
が
固
く
な
っ

た
世
代
を
中
途
採
用
で
採
っ
て
、
使
い
も
の
に
な
る
の

か
？ 

と
い
う
批
判
も
あ
っ
た
や
に
聞
き
ま
し
た
。
だ
が
、

皆
さ
ん
は
、
立
派
な
戦
力
と
な
り
、
と
り
わ
け
、
３
・
11

の
大
災
害
の
時
に
は
、
そ
の
持
ち
前
の
危
機
対
応
能
力
で



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




